
 

第５６回 高輪築堤調査・保存等検討委員会【部会③】 
 

日時：2025年６月４日（水） 
全体会･部会➀･部会③ 10:00～12:00(予定) 

場所：TKPガーデンシティ Premium 品川 5A 

 
 

次 第 
 

【部会③】 

(１) 開会 

 

(２) 調査結果について                        【資料 1】 
 

(３) 雑魚場架道橋橋台アンカー施工位置の変更について         【資料 2】 
 

(４) その他 
 

(５) 閉会 
 



仮橋脚部の調査 （ライナー４段試掘） ・ ボーリング調査 進捗状況

赤数字：ボーリング調査完了箇所 支障物接触箇所委員会で仮土留めの施工可と判断箇所 ● ：委員会で仮橋脚の施工可と判断箇所
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西壁南壁西壁南壁

バラスト

バラスト

茶灰色粘土

バラスト　

バラスト　

暗褐色シルト　
茶灰色粘土　
礫層 ( 一部 )　

褐色シルト　

KP17-1

バラスト層が他の調査地点と比較して厚く、T.P+2.1m付近まで及ぶ。

遺構・遺物未検出

KP18-1

バラスト層が他の調査地点と比較して厚く、T.P+2.1m付近まで及ぶ。

遺構・遺物未検出

※周辺の試掘・ボーリング調査成果から、薩摩台場の盛土は T.P+2.3m

　程度で確認され、自然堆積層は T.P-1.9m程度で確認されている。
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摩
台
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灰色粘土

仮橋脚部口元管ライナー試掘成果 資料1-2
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暗灰色シルト

暗灰色粘土　 北壁

KP21-2

T.P+2.6 付近で検出された灰色粘土は薩摩台場廃絶後に盛土された

浚渫土と捉えるが、シルト質土も多く混入しており、粘土はブロッ

ク状に堆積している。浚渫土下位の T.P+2.1 付近から薩摩台場の盛

土が残存していると考える。

遺構・遺物未検出

KAP3-2

T.P+2.6 付近で検出された灰色粘土は薩摩台場廃絶後に盛土された

浚渫土と捉える。浚渫土下位の T.P+2.1 付近から薩摩台場の盛土が

残存していると考える。

遺構・遺物未検出

※周辺の試掘・ボーリング調査成果から、薩摩台場の盛土は T.P+2.3m

　程度で確認され、自然堆積層は T.P-1.9m程度で確認されている。
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灰色粘土(浚渫土)

ボーリング調査結果について

No.79 No.81

No.115No.108

No.87 No.89



No.1ボーリング調査付近における追加探針について

2

2025年5月28日
JR東日本

・ボーリングNo.1において支障物GL-4.86(TP-1.498)に当たったため、
前後１２箇所で探針（L＝5.5m）を実施

・海側約5.0m範囲については、支障物がないことを確認
・山側約2.5m範囲については、支障物に当たっていることを確認
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拡大図

No1-2

No1-3 No1-4 No1-5

No1-6

１

No.
口元管
TP

調査長（調査下端TP）
支障物
有無

調査箇所㉒ 3.344 GL-5.5 (TP-3.182) 無

調査箇所㉓ 3.365 GL-5.5 (TP-3.116) 無

1-12 3.459 GL-5.5 (TP-2.041) 無

1-11 3.427 GL-5.5 (TP-2.073) 無

1-10 3.404 GL-5.5 (TP-2.096) 無

1-9 3.216 GL-5.5 (TP-2.282) 無

1-8 3.197 GL-5.5 (TP-2.303) 無

1-7 3.225 GL-5.5 (TP-2.041) 無

1-6 3.325 GL-4.70 (TP-1.375) 有

1-5 3.365 GL-4.80 (TP-1.435) 有

1-4 3.325 GL-4.82 (TP-1.495) 有

1-3 3.315 GL-4.75 (TP-1.435) 有

調査箇所① 3.379 GL-4.86 (TP-1.498) 有

1-2 3.379 GL-4.82 (TP-1.441) 有

1-1 3.304 GL-5.5 (TP-2.196) 無

調査箇所㉔ 3.158 GL-5.5 (TP-3.342) 無
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【資料２】 雑魚場架道橋橋台（計画東海道上り線桁用）アンカー施工位置の変更について

凡例

第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期

架道橋桁 コンクリート構造物 その他構造物（配管、電灯等）

アンカー施工位置

平面図

品川方断面図



【資料２】 雑魚場架道橋橋台（計画東海道上り線桁用）アンカー施工位置の変更について

〇雑魚場架道橋橋台（第５橋梁橋台）へのアンカー施工については、2024年３月委員会において報告
〇計画東海道上り線桁用のアンカー施工前の現地確認の結果、現地の施工性を考慮して、アンカーの本数、掘削径を変え
ない範囲で、アンカーの施工位置について見直しを行う（品川方橋台のみ）

2024.3時点

1343

変更後

■ 西側(品川方)平面図

■ 西側(品川方)立面図

220

上部工

沓座

下部工

アンカー →

鉛直荷重

水平荷重

回転変位

雑魚場架道橋 支承部写真

締め付けが困難なボルト

支承の構造図

計画 東海道上り線

石積み
橋台

削孔長

全削孔長 うち石積み部への削孔長

２０２４．３
時点

第Ⅲ期
Φ１４０×410㎜×８本

＝3.3m

東上１ＣＤ
東上２～３ＣＤ

Φ１４０×282㎜×２本＝0.6m
Φ１４０×410㎜×４本＝1.6m

＝2.2m

変更案
第Ⅲ期 Φ１４０×410㎜×８本

＝3.3m

東上１ＣＤ
東上２Ｃ

東上３C、４C、５C

Φ１４０×１２３㎜×２本＝0.２m
Φ１４０× ３５㎜×１本＝0.0m
Φ１４０×410㎜×３本＝1.２m

＝1.4m

250 270
270
270

770

東上２C
東上３C

東上４C
東上５C

凡例

第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 石積みと重なる工事範囲

架道橋桁 コンクリート構造物 その他構造物（配管、電灯等）

旧 京浜東北南行線

計画 東海道上り線

旧 京浜東北南行線

東京方 品川方

220
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